
派遣先が講ずべき措置に関する指針の一部改正について 
 

 
１ 趣旨 
 
 第１６４回国会において、雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の

確保等に関する法律及び労働基準法の一部を改正する法律（平成１８年法律第

８２号。以下「改正法」という。）が成立し、それに伴い「労働者に対する性別

を理由とする差別の禁止等に関する規定に定める事項に関し、事業主が適切に

対処するための指針」（平成１８年厚生労働省告示第６１４号。以下「改正指針」

という。）が策定され、平成１９年４月１日から施行されます。 
 それを受けて、労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条

件の整備等に関する法律（昭和６０年法律第８８号）に基づく派遣先が講ずべ

き措置に関する指針（平成１１年労働省告示第１３８号）の改正を行いました。 
 
２ 概要 
 
○ 派遣先が紹介予定派遣を受け入れる際の派遣労働者の特定等に当たり、改

正法による改正後の雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等

に関する法律（以下「改正均等法」という）第五条及び第七条の趣旨に照ら

し行ってはならない措置等を定めること。(第二の十八(四)) 
 （１）男女双方に対する差別の禁止 

改正均等法及び改正指針において、男女双方に対する直接差別が禁止

されたこと等を受け、派遣労働者の特定等に当たり、改正均等法第５条

の趣旨に照らし行ってはならない措置について改正しています。 
 
（２）間接差別の禁止 

改正均等法及び改正指針において間接差別の禁止が規定されたことを

受け、派遣先が派遣労働者の特定等に当たり、改正均等法第７条の趣旨

に照らし行ってはならない措置を定めています。 
  

３ 施行 平成１９年４月１日 
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○
派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
一
年
労
働
省
告
示
第
百
三
十
八
号
）

※
傍
線
部
分
は
改
正
部
分

改

正

後

現

行

第
一

（
略
）

第
一

（
略
）

第
二

（
略
）

第
二

（
略
）

十
八

（
略
）

十
八

（
略
）

～

(
略)

～

(

略)

(一)

(三)

(一)

(三)

派
遣
先
が
特
定
等
に
当
た
り
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の

派
遣
先
が
特
定
等
に
当
た
り
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の

(四)

(四)

均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

七
年
法
律
第
百
十
三
号
。
以
下
「
均
等
法
」
と
い
う
。
）
第
五

七
年
法
律
第
百
十
三
号
。
以
下
「
均
等
法
」
と
い
う
。
）
第
五

条
及
び
第
七
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
行
っ
て
は
な
ら
な
い
措
置
等

条
の
趣
旨
に
照
ら
し
行
っ
て
は
な
ら
な
い
措
置

①

派
遣
先
は
、
特
定
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
次

①

派
遣
先
は
、
特
定
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ

に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
い
こ
と
。

る
措
置
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ア

特
定
等
に
当
た
っ
て
、
そ
の
対
象
か
ら
男
女
の
い
ず
れ

ア

特
定
等
に
当
た
っ
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

か
を
排
除
す
る
こ
と
。

て
、
そ
の
対
象
か
ら
女
性
を
排
除
す
る
こ
と
。

イ

特
定
等
に
当
た
っ
て
の
条
件
を
男
女
で
異
な
る
も
の
と

イ

特
定
等
に
当
た
っ
て
、
男
女
を
と
も
に
特
定
等
の
対
象

す
る
こ
と
。

と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
又
は
男
性
に
つ
い

ウ

特
定
に
係
る
選
考
に
お
い
て
、
能
力
及
び
資
質
の
有
無

て
の
特
定
等
に
係
る
人
数
を
設
定
す
る
こ
と
。

等
を
判
断
す
る
場
合
に
、
そ
の
方
法
や
基
準
に
つ
い
て
男

ウ

特
定
等
に
当
た
り
、
年
齢
、
婚
姻
の
有
無
、
通
勤
の
状

女
で
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
。

況
そ
の
他
の
条
件
を
付
す
場
合
に
お
い
て
、
女
性
に
対
し

エ

特
定
等
に
当
た
っ
て
男
女
の
い
ず
れ
か
を
優
先
す
る
こ

て
男
性
と
異
な
る
条
件
を
付
す
こ
と
。

と
。

エ

派
遣
就
業
又
は
雇
用
の
際
に
予
定
さ
れ
る
求
人
の
内
容

オ

派
遣
就
業
又
は
雇
用
の
際
に
予
定
さ
れ
る
求
人
の
内
容

の
説
明
等
特
定
等
に
係
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
女
性

の
説
明
等
特
定
等
に
係
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
男
女

に
対
し
て
男
性
と
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
又
は
派
遣

で
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
又
は
派
遣
元
事
業
主
に
そ

元
事
業
主
に
そ
の
旨
要
請
す
る
こ
と
。

の
旨
要
請
す
る
こ
と
。

オ

特
定
に
係
る
試
験
等
に
つ
い
て
、
女
性
に
対
し
て
男
性

と
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
。

カ

特
定
等
に
当
た
っ
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
そ
の
対
象
を
女
性
の
み
と
す
る
こ
と
。
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②

派
遣
先
は
、
特
定
等
に
関
す
る
措
置
で
あ
っ
て
派
遣
労
働

者
の
性
別
以
外
の
事
由
を
要
件
と
す
る
も
の
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
業
務

の
性
質
に
照
ら
し
て
当
該
措
置
の
実
施
が
当
該
業
務
の
遂
行

上
特
に
必
要
で
あ
る
場
合
、
事
業
の
運
営
の
状
況
に
照
ら
し

て
当
該
措
置
の
実
施
が
派
遣
就
業
又
は
雇
用
の
際
に
予
定
さ

れ
る
雇
用
管
理
上
特
に
必
要
で
あ
る
場
合
そ
の
他
の
合
理
的

な
理
由
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
講
じ
て
は
な
ら

な
い
。

ア

派
遣
労
働
者
の
特
定
等
に
当
た
っ
て
、
派
遣
労
働
者
の

身
長
、
体
重
又
は
体
力
を
要
件
と
す
る
こ
と
。

イ

将
来
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
に
お
け
る
総
合
職
の
労
働

者
と
し
て
当
該
派
遣
労
働
者
を
採
用
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
場
合
に
、
派
遣
労
働
者
の
特
定
等
に
当
た
っ
て

、
転
居
を
伴
う
転
勤
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
要

件
と
す
る
こ
と
。

③

紹
介
予
定
派
遣
に
係
る
特
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
、

②

紹
介
予
定
派
遣
に
係
る
女
性
派
遣
労
働
者
の
特
定
等
に
係

当
該
派
遣
労
働
者
を
採
用
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
雇

る
措
置
に
関
す
る
特
例

用
管
理
区
分
に
お
い
て
、
女
性
労
働
者
が
男
性
労
働
者
と
比

均
等
法
第
九
条
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等

較
し
て
相
当
程
度
少
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
特
定
等
の
基

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改

準
を
満
た
す
者
の
中
か
ら
男
性
よ
り
女
性
を
優
先
し
て
特
定

善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
女
性
労
働
者
に
関
し
て
行
う
措

す
る
こ
と
そ
の
他
男
性
と
比
較
し
て
女
性
に
有
利
な
取
扱
い

置
は
違
法
で
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
支
障

を
す
る
こ
と
は
、
均
等
法
第
八
条
に
定
め
る
雇
用
の
分
野
に

と
な
っ
て
い
る
事
情
と
は
、
固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意

お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
の
支
障
と
な

識
に
根
ざ
す
企
業
の
制
度
や
慣
行
に
基
づ
き
、
雇
用
の
場
に

っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
措
置
（
ポ

お
い
て
男
女
労
働
者
の
間
に
事
実
上
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
と
し
て
、
①
に
か
か
わ
ら
ず
、

と
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
の
存
否

行
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

は
、
女
性
労
働
者
が
男
性
労
働
者
と
比
較
し
て
相
当
程
度
少

な
い
状
況
に
あ
る
か
否
か
に
よ
り
判
断
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
紹
介
予
定
派
遣
に
係
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る
特
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
、
当
該
派
遣
労
働
者
を
採

用
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
雇
用
管
理
区
分
に
お
い
て

、
女
性
労
働
者
が
男
性
労
働
者
と
比
較
し
て
相
当
程
度
少
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
の
基
準
を
満
た
す
者
の
中

か
ら
男
性
よ
り
女
性
を
優
先
し
て
特
定
す
る
こ
と
そ
の
他
男

性
と
比
較
し
て
女
性
に
有
利
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
①

に
か
か
わ
ら
ず
、
行
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

④

次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
①
に
お
い
て
掲
げ
る
措
置
を

③

適
用
除
外

講
ず
る
こ
と
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
①
及
び

え
て
い
な
い
、
又
は
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
を

②
を
適
用
し
な
い
。

し
て
い
る
と
は
解
さ
れ
ず
、
①
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
っ
て
差

ア

次
に
掲
げ
る
職
業
に
従
事
す
る
派
遣
労
働
者
に
係
る
場

し
支
え
な
い
。

合

ア

次
に
掲
げ
る
職
務
に
従
事
す
る
派
遣
労
働
者
に
係
る
場

ⅰ

芸
術
・
芸
能
の
分
野
に
お
け
る
表
現
の
真
実
性
等
の

合

要
請
か
ら
男
性
又
は
女
性
の
い
ず
れ
か
一
方
の
性
に
従

ⅰ

芸
術
・
芸
能
の
分
野
に
お
け
る
表
現
の
真
実
性
等
の

事
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
職
業

要
請
か
ら
男
女
の
い
ず
れ
か
の
み
に
従
事
さ
せ
る
こ
と

ⅱ

守
衛
、
警
備
員
等
防
犯
上
の
要
請
か
ら
男
性
に
従
事

が
必
要
で
あ
る
職
務

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
職
業
（
労
働
者
派
遣
事
業

ⅱ

守
衛
、
警
備
員
等
防
犯
上
の
要
請
か
ら
男
性
に
従
事

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
職
務
（
労
働
者
派
遣
事
業

律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

を
内
容
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務

ⅲ

ⅰ
及
び
ⅱ
に
掲
げ
る
職
業
の
ほ
か
、
宗
教
上
、
風
紀

を
内
容
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

上
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
競
技
の
性
質
上
そ
の
他
の
業

ⅲ

ⅰ
及
び
ⅱ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
宗
教
上
、
風
紀

務
の
性
質
上
男
性
又
は
女
性
の
い
ず
れ
か
一
方
の
性
に

上
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
競
技
の
性
質
上
そ
の
他
の
業

従
事
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
職
業
と
同
程
度

務
の
性
質
上
男
女
の
い
ず
れ
か
の
み
に
従
事
さ
せ
る
こ

の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
業

と
に
つ
い
て
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
必
要
性
が
あ
る
と
認

イ

労
働
基
準
法
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
の
二

め
ら
れ
る
職
務

又
は
第
六
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
女
性
の
労

イ

労
働
基
準
法
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
の
二

働
が
制
限
さ
れ
、
又
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通

若
し
く
は
第
六
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
女
性

常
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
女
性
に
対
し
て
男
性
と
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を
就
業
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
又
は
保
健
師
助
産
師
看

均
等
な
機
会
を
与
え
る
こ
と
又
は
女
性
派
遣
労
働
者
に
対

護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
三
条
の

し
て
男
性
派
遣
労
働
者
と
均
等
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が

規
定
に
よ
り
男
性
を
就
業
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

か
ら
、
通
常
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
派
遣
労
働
者

ウ

風
俗
、
風
習
等
の
相
違
に
よ
り
女
性
が
能
力
を
発
揮
し

の
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与
え
又
は
均
等

難
い
海
外
で
の
勤
務
が
必
要
な
場
合
そ
の
他
特
別
の
事
情

な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

に
よ
り
女
性
に
対
し
て
男
性
と
均
等
な
機
会
を
与
え
る
こ

合

と
又
は
女
性
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
男
性
派
遣
労
働
者
と

ウ

風
俗
、
風
習
等
の
相
違
に
よ
り
男
女
の
い
ず
れ
か
が
能

均
等
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

力
を
発
揮
し
難
い
海
外
で
の
勤
務
が
必
要
な
場
合
そ
の
他

る
場
合

特
別
の
事
情
に
よ
り
派
遣
労
働
者
の
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
均
等
な
機
会
を
与
え
又
は
均
等
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
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